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１）消費税の補填について
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１病院あたり

約３００万円

再開発を実施した病院

国⽴⼤学病院の消費税補填不⾜額の試算

約▲５．８億円から約１．９億円まで、約７．７億円のバラつき

単位：億円

〇 ２０１９年度診療報酬改定（案）での初再診料等の点数を基にした試算で、４２病院で約７億円のバラつき。
〇 また⽼朽化・災害対応、機能向上のため再開発を実施した病院は、単年度で多額の消費税負担が⽣じ、

この負担が診療報酬により補填されていくのか疑問。
〇 建物や機器更新等の設備投資をするほど補填不⾜が増⼤し、更なる抑制に拍⾞。

▲５．８億円

１．９億円

①上乗せ額は、２０１９年２⽉６⽇に厚⽣労働省から提案された、消費税率５％から１０％の引き上げに伴う２０１９年度診療報酬改定の配点（５％から
１０％部分の上乗せ点数） に、２０１７年度の診療実績による各項⽬の算定回数を乗じて算出しています。

②負担⾦額は、附属病院の業務のうち教育、研究、⼈件費等を除く診療業務に係る薬剤、材料、委託経費等の消費税額、及び、附属病院で取得した建物や
機器のうち診療業務に使⽤する建物、機器の消費税額を計上しています。

③消費税補填不⾜額は、①の⾦額から②の⾦額を差し引いて算出しています。 2



２）国⽴⼤学病院における運営費交付⾦について
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附属病院運営費交付⾦ 附属病院機能強化分

国⽴⼤学病院への運営費交付⾦の推移

〇 国⽴⼤学病院の教育、研究、診療の基盤を⽀える運営費交付⾦が年々減少。
〇 我が国の医療の発展に資する持続的な教育、研究活動が衰退する懸念。

618.7

単位：億円

法⼈化以降１／４に減少

出典：⽂部科学省調

基幹経費化

（※）H30補正で国⽴⼤学附属病院の医療情報システムデータバックアップ体制に係る緊急対策（20億円）が措置
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2018年度 2019年度
予算編成過程

国⽴⼤学附属病院の医療情報
システムデータバックアップ
体制に係る緊急対策
事業規模：20億円

国⽴⼤学附属病院に対する配分について（2019予算編成）

重点⽀援の3分類ごとに、
外部資⾦獲得実績、若⼿研究
者⽐率やTop10%論⽂数等に
より配分
（基幹経費の配分指標）

基

幹

経

費

化

・安定性の確保
・使途を特定しないことに

よる⼤学全体の機能向上
・⼤学全体の改⾰を促進
・評価の重複を回避

学内における予算において、附属病院
に対して配慮いただくよう通知を発出
するとともに、学内配分の状況につい
て検証を⾏う。

成果を中⼼とする実績
状況に基づく配分

約187億円

DBC、⾼度医療拠点機能充実⽀
援経費等：約13億円

約200
億円

減額（⾼度拠点機能充実⽀援経費に
よる⾃然減6億を含む）:18億円
DBC、⾼度医療拠点機能充実

⽀援経費等：約7億円

約155億円

指標
・優れた論⽂の実績
・臨床研究の実績

等

約182
億円

5注：⽂部科学省作成資料より



○ 会計マネジメント改⾰状況

○ 教員⼀⼈当たり外部資⾦獲得実績

○ 若⼿研究者⽐率

○ 運営費交付⾦等コスト当たりTOP10％論⽂数
（重点⽀援③）(試⾏) 

○ ⼈事給与・施設マネジメント改⾰状況
（業績評価、年俸制、多様な⼈材の確保（外国⼈教員、⼥性教員）等の実施状況）

※３分類毎に評価（①：地域貢献等、②：専⾨分野等、③：世界・卓越等）

２０１９年度

基幹経費の配分指標
（成果を中⼼とする実績状況に基づく配分）

２０１８年度

附属病院機能強化分の配分指標
（附属病院の活動状況に基づく配分）

○ 先進医療技術の開発及び評価の実績

○ 治験（企業治験、医師主導治験）の実績

○ 臓器移植、⾼難度医療の実績

○ 地域医療枠学⽣数

○ 初期・専⾨研修受⼊数の実績

国⽴⼤学病院に対する配分指標について

6

注：⽂部科学省資料を基に国⽴⼤学附属病院⻑会議事務局が作成

〇 附属病院の教育研究の活動状況・成果が配分指標から消え、努⼒が何ら反映されない



３）医療機器の共同調達について
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国⽴⼤学病院における共同調達の取り組み

〇 ２０１６年６⽉より、すべての国⽴⼤学病院による共同調達を開始。
〇 ２０１８年度は、需要が多く汎⽤性の⾼い医療材料や機器について対象を拡⼤。
〇 来年度も引き続き対象品⽬を増やしていく予定。

医療材料 削減額 備考

冠動脈ステントセット 外 １４２，０００千円 ２／２５現在
アルコール綿 外 ８２，０００千円 １／３１現在
経腸栄養チューブ 外 約１００，０００千円 ⾒込額

医療機器 削減額 備考

電動ベッド 外 約６０，０００千円 ⾒込額

２０１８年度 削減⾒込み額 約３億８千万円
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ご清聴、ありがとうございました。


